
第1回 InfoEver研究会

3月7日に開催したNAISTワークショップ「超サイバー社会における長期記録」をキック

オフにして、InfoEver研究会を発足しました。本研究会では、デジタル情報の長期保存

記録システムのグランドデザインを、情報科学,物質科学,社会科学の視点から議論して

構築していくことを目指します。

この度、第1回InfoEver研究会を以下のように開催しますのでご案内いたします。

多数のご参加をお願いいたします。

日時： 平成２８年５月１３日（金）14:00-17:00 (13:30 開場)

会場： 公益財団法人国際高等研究所 セミナールーム

http://www.iias.or.jp/

参加費：無料

申込み：事前申込みは必要ありません。当日は受付にてお名刺をお渡し下さい。

主催： 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 研究推進機構

プログラム
第１部：招待講演 14:00-15:50

１）「医療情報集積基盤の実現性を探る千年カルテプロジェクト」

京都大学医学部附属病院 黒田知宏先生
[講演要旨]

日々の診療活動を通じて蓄積された医療情報は、患者個人のプライバシーの塊である

と同時に、人類共通の公共財でもある。患者個人のプライバシーを侵すこと無く、公共

財たる医療情報を未来の世代への贈り物として保管し続けるためには、情報基盤に充分

な投資を行い続けることが必要になる。本講演では、情報基盤投資を維持し続けて公共

財を未来へ繋ぐための仕組み作りの試み「千年カルテプロジェクト」について紹介する。

２）「デジタル時代の文化財写真保存～遺すものと遺ったもののはざまで～」

奈良文化財研究所 中村一郎先生
[講演要旨]

文化財とは遺った・遺されてきた貴重なものであり、これらを記録し伝えていく一つ

の手段が写真記録である。古来より人類は遺す意図のあるなしにかかわらず、様々な

デバイス・メディアに情報を刻み込んできた。写真記録の有用性を遺していく立場から、

「工業製品としての写真」の現状を理解し、将来の記録保存を展望していく。

第２部：参加者でフリーな議論 16:00-17:00

テーマ：デジタル情報の長期保存のユーザーニーズを把握する

“情報の何を記録して残し、何を瞬時に活用するか”

問い合わせ先 奈良先端科学技術大学院大学 戦略企画本部 野島秀雄（特任教授・シニアＵＲＡ)

TEL 0743-72-5619 Email nojima@rsc.naist.jp

http://www.naist.jp/event/2016/05/000720.html



会場（国際高等研究所）までのアクセス


